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るかも知れたいのである。それで Ureyと Bradleyは 1932年に布珪の Kilauea火山か
*本文は昭和15年 3月の日本温泉寺式候拳合雑誌、第5巻第3銃所載「民主女水と重7Jc_iの一部である。
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華日要~3(1940) ， 41， 




叉 SchMdrは 1制年に HmJ等は1935年に若干の飯泉材調べて重水濃度を測定
したのであるが，何れも其の賓験誤差が今日の方法に比して過大主主たあ，其の範圏内では普
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院|吋吋幣l湧蹴|利治Ir;.')， ~) 1 f; 度(r)I(m) WC)I(L/Ml (.6;) I (.6;)  (乙)I(.6;)I (.6;) あ K|ぬ |crim・"|IEC%(反)I(広)I (彰)I (幻(彰)I (ぷ
41 +1.13 44158.8 23.67 0.630 1573 .0041 0002 .0537 .0323 .0100 .1021 .1049 .0486 .3555 .1345 
130 -0.14 14.5 49.9 9.43 0.740 .1811 .0027 .0010 .0653 .0448 .0144 .1092 .1043 .0492 .5742 1437 
192 +0.78 51160.5 14.43 一
414 -1.81 91 62.0 17.53 一 一 .2610 .6181 
564 -0.94 74 49.5 18.02 .2517 .3360 
634 +3.13 1 46.4 46.22 
749 +1.17 46 59.5 17.73 
813 +3.81 51 46.0 12.41 
1171 +0.82 46 51.0 2.48 1.106 1818 .0038 .0004 .0932 .0537 .0224 .1878 .2261 .0641 .4328 
松村 +2.51 300 39.6 9.95 .0748 .8065 

































(3)問形物組量， Si02， K， Na， S04等にも多少(2)同様の傾向がある犠Kもあるが，
測定数少たいため明言は出来たいο
(4)温度，湧出量， Fe， Ca， Mg， HC03等は重水濃度と何等の閥係を示さたい。
以上今日までに得完結果の概略であるが，何分Kも測定数不足で充分断定的の議論を行
ふわけに行かぬは残念である。更に年月を積み多くの測定を行った上改めて論述する機舎
の来らんととを期する次第である。
絡りに，本研究は服部報公舎の援助により賓施し得たるととを記して深厚たる謝意を表
する。
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